受付番号　　　　　　　
受付番号　　　　　　　

（新）第1期「共感寄付」
助成（寄付募集）申請書
公益財団法人ひょうごコミュニティ財団　御中

申請日：2014年　　月　　日
１．申請団体について

（１）基本情報

	事業名
	※ウェブサイト、パンフレットに掲載します。寄付者にアピールできる名称をお付けください。



	申請金額
	※１万円単位でご記入ください。
円
	申請金額＝寄付募集金額になります。

寄付者のご意思を尊重し、集まった寄付金額から10〜25%の手数料と振込手数料を除いた上で最終金額を決定し、助成金として交付します。

	団体名
	

	代表者氏名

（役職）
	（　　　　　　　　　　　　　）
	（印）

	団体所在地
	住所　〒

　　　　　　　　　　　　　　　　　
	TEL：　

	
	
	FAX：　

	
	
	Email：　

	担当者氏名
（役職）
	（　　　　　　　　　　　　　）
	TEL：　

	
	
	Email：　


　　　　　　　　　　　　　　　　※任意団体等で団体印がない場合は、代表者の印鑑を押印してください。

	（２）地域や社会のビジョンと、その中で申請団体が果たす役割


	（３）最近の補助・助成事業


	補助・助成元
	

	事業名
	

	金　額
	円
	年度
	

	補助・助成元
	

	事業名
	

	金　額
	円
	年度
	

	補助・助成元
	

	事業名
	

	金　額
	円
	年度
	


２．申請事業について
	（１）解決しようとする地域や社会の課題


※申請事業で解決を目指すのはどんな課題ですか。課題の深刻さや解決の緊急性、重要性をできるだけ具体的に（当事者の声や数字といった根拠を示すなどして）説明してください。

	（２）申請事業の目的と概要


※申請事業で上記の課題をどのように解決しますか。解決策としての有効性等を説明してください。

	（３）申請事業の具体的な計画


※事業実施期間：2015年1月1日〜12月31日の中で任意の期間

	（４）申請事業の達成目標と、地域や社会にもたらす価値


※事業で達成しようとする成果目標（できるだけ具体的に）と、この事業が社会にどのような変化（新たな価値）をもたらすと考えるか、お書きください。
	（５）事業の実施体制（団体の人員体制、活動に参加するメンバー・連携・協力・関係者について）


※図示していただいても結構です。
	（６）申請事業終了後の展望


※申請事業終了後はどのように事業を展開しますか。

	（７）収支予算


【収入】
	
	内　　訳
	金額（円）

	①本助成金
	本助成の申請金額⇒
	

	②その他資金
	このプログラム以外で集める寄付及び他の自主財源の内訳を必ず記載してください。

	

	収入合計
	①+②の合計金額をご記入ください⇒
	


【支出】
	費目
	内訳および積算根拠（名称、単価、個数など）
	金額（円）

	
	本助成金（このプログラムで集めた寄付金）を充てる項目全てに◯を付けてください。

財源が複数ある項目は、本助成金分を分けて記載してください。


	

	支出合計
	
	


３．寄付募集への取り組みについて
	（１）これまでの取り組み


※実績などがないことのみを理由として「不採択」とすることはありません。

　現状

　全く取り組んでいない・取り組んでいるが積極的ではない・積極的に取り組んでいる・

　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　寄付募集にとりくんでいる期間
　なし・１年以内・３年以内・３年超

　寄付集め担当者

　いない・兼任がいる・専任がいる・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

　寄付募集のためのツール（チラシやホームページなど）
　ない・ある（チラシ、リーフレット、ホームページ、その他（　　　　　　　　　　　　　　）

　新規作成中・リニューアル中・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	（２）“志”金調達計画（寄付募集の期間：2014年11月1日〜2015年2月28日）


※具体的な寄付を獲得するためのプランをご記入ください。

	方針

（大切にしたいこと）
	

	ターゲット（対象）
	

	体制

（誰が動くか）

※団体に関わる人ができる限り多く動くことが大切です。
	

	方法
	

	その他
	


	（３）“コース”の選択


　（　　）「伴走コース」を希望する
　　　└→　（　　）「伴走コース」として不採択の場合は、「シンプルコース」での参加を希望する
　　　　　　（　　）「伴走コース」として不採択の場合は、参加しないでよい
　（　　）「シンプルコース」を希望する

○伴走コースの場合、どのような支援を希望されますか。

	（４）団体の強みと弱み（課題）


※感じている自団体の強み・ウリと、弱み・課題をお書きください。
（強み、ウリ）

（弱み、課題）

	（４）寄付者等への事業報告の方法


※該当するものを■にしてください。その中で、特に力を入れるもの１つ〜２つは★にしてください。
□ホームページ

□メールマガジン

□ブログ

□ツイッター

□フェイスブックなどのSNS

□ニュースレター

□報告書

□事業報告会

□現場見学会

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

以上です。ご記入お疲れさまでした。

このフォームのワードファイルは、当財団サイト（http://hyogo.communityfund.jp/）からダウンロードください。







記入枠を拡げても構いませんが、全体で8枚に収めてください。








（事務局記入欄）

	受付日
	受付者
	コース
	ヒアリング
	備考


1
7

